
研究主題 理科の見方・考え方を働かせ、対話を通して問題解決する児童の育成 

～なぜ？から生まれる○○したい！を宝とする理科の授業づくり～ 

  

〇挨拶・返事の徹底 

〇自治的な活動（学級会・委員会）の充実 

〇基本的生活習慣の確立 

〇読書活動の推進 

〇人権教育・道徳教育の充実 

〇生徒指導の充実（発達支持的生徒指導） 

〇人権教育・道徳教育の充実 

〇協調学習の推進  〇体験活動の充実 

 

〇アセスメントの充実（困り感の把握） 

〇基礎・基本の徹底 

〇書くことの指導の充実 

〇地域の宝を活用した体験活動の充実 

〇戸小伝統の継承（合唱・太鼓） 

〇学びの基盤となる認知機能強化（通級指導） 

令和８年度 安芸太田町立戸河内小学校 学校経営構想   

 

 

 

    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

学校教育目標 

ふるさとを愛し たくましく未来を拓く 児童の育成 

～やってみよう！ つながろう！～ 

 

《めざす教職員集団》 

〇児童に寄り添い支援する  〇協働し高まり合う 〇研鑽し、学び続ける 

〇法令を遵守する     〇不祥事を許さない      

児童の実態 

保護者の願い 

地域の願い 

信頼される学校 

教育基本法 学習指導要領 

広島県教育大綱 

安芸太田町教育大綱 

安芸太田町教育振興基本計画 

育成する 

資質・能力 

想像力 

表現力 

               ミッション 
児童一人一人のよさや可能性を伸ばし、将来に希望を持

ち自分らしく生きようとする児童を育成する 

聴く・訊く（言葉にこだわる） 振り返る（メタ認知を高める） 

人権感覚の涵養 

《学校運営協議会》 

《戸河内小ＰＴＡ》 

《こども園・小学校・

中学校・高等学校》 

《関係機関》 

全ての児童が夢中になる 
授業づくり 

理科教育の推進（令和９年度広島県小学校理科教育研究大会に向けて） 

校訓「誠実 勤勉 剛健」 


